
 

 

受け継がれる思い 

～未来の桜よ咲きほこれ  80年の思いを幹に～ 

校 長  森角 由希子 

 10月に開催された合唱祭には、多くの保護者や地域の皆様にご来場いただきました。心よ

り御礼申し上げます。各学年の発表には、それぞれの成長の過程が表れていました。1 年生の

素直で伸びやかな歌声、2年生の仲間との調和を感じさせる歌声、そして3年生の豊かな表現

力と心を一つにした歌声。どの学年も歌詞に込められた思いを大切にしながら歌い上げ、その

歌声は聴く人の心の機微に優しく訴えかけるものでした。生徒たちの確かな成長を感じる合唱

祭となりました。こうした生徒たちの姿に触れるとき、桜木中学校が長い年月をかけて育んで

きた伝統の重みをあらためて感じます。 

11 月 1 日、本校は創立 80 周年という大きな節目を迎えます。80 年という時間を秒に換

算すると約 25 億秒になります。その積み重ねを思うと、学校を支えてくださった先人の努力

の尊さが胸に迫ります。着任以来、地域の皆様から桜木地区や桜木中の歴史を伺う機会が増え

ました。「昔は校地に池があり、魚釣りをしたものだよ」というお話を耳にしました。創立25

周年記念誌には、校地西側の逆川沿いに池があり、休日には多くの人でにぎわったと記されて

います。現在その姿はありませんが、学校の風景も時代とともに変化してきたことがわかりま

す。 

創立 40 周年記念誌には、当時の先生方による座談会が収められています。オイルショック

の影響で創立 30 周年事業が行えなかったこと、自校プールが完成したこと、生徒増に対応し

て校舎が建設されたこと、体育館建設のためにPTAや地域の方々が力を尽くされたことなど、

多くの思い出が語られています。また、駅伝やブラスバンド部の全国大会出場、地域と学校が

協力して学校づくりに取り組んだ様子など、生徒と地域の力強い歩みも記録されています。 

どの時代の記録にも、桜木中を大切に思い支えてくださった方々の温かなまなざしが感じら

れます。そして、その思いは 80 年の時を超え、合唱祭で

見せた生徒たちの真剣な表情や歌声の中にも確かに受け継

がれているように思います。 

節目の年にあたり、これまでの歩みに深く感謝するとと

もに、次の時代を担う生徒たちのために、私たちも新たな

一歩を刻んでまいります。 
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